
( 1 )

二
〇
一
三
平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

第
１
期

一
〇
月
一
九
日
（
土
）
―
一
一
月
一
日
（
金
）

第
２
期

一
一
月
二
日
（
土
）
―
一
一
月
一
七
日
（
日
）

地
下地下

地
下

地
下

のの のの 正
倉

院
展

木
簡

学
正

倉
院

展
木

簡
学

正
倉

院
展

木
簡

学
正

倉
院

展
木

簡
学

こ
と

は
じ

め
こ

と
は

じ
め

こ
と

は
じ

め
こ

と
は

じ
め

第第 第第 １１ １１ 期
展

示
木

簡
期

展
示

木
簡

期
展

示
木

簡
期

展
示

木
簡

第
３
期

一
一
月
一
九
日
（
火
）
―
一
二
月
一
日
（
日
）

木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

プ
ロ
ロ
ー
グ

プ
ロ
ロ
ー
グ

プ
ロ
ロ
ー
グ

は
じ
ま
り
の

は
じ
ま
り
の

は
じ
ま
り
の

は
じ
ま
り
の
木
簡木簡

木
簡

木
簡
た
ちたち

た
ち

た
ち

平
城
宮
跡
最
初

平
城
宮
跡
最
初

平
城
宮
跡
最
初

平
城
宮
跡
最
初
のの のの
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
１１ １１

1111

(
五
次
、
Ｓ
Ｋ
二
一
九
出
土
。
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
』
三
五
、

一
四
頁
上
段
。
以
下
、
城
三
五
―
一
四
頁
上
の
よ
う
に
略
す
。
『
平
城
宮

木
簡
』
一
―
四
。
以
下
、
宮
一
―
四
の
よ
う
に
略
す
)

〔
謹
啓

請
ヵ
〕

(
表
)











雄
















〔
右

得
ヵ
〕

〔
得
ヵ
〕

(
裏
)







安




状

〔
曇
ヵ
〕

長
さ
(
二
四
六
)
㎜
・
幅
(
三
四
)
㎜
・
厚
さ
八
㎜

〇
五
一
型
式

安
曇
某
が
書
い
た
手
紙
の
木
簡
の
断
片
と
み
ら
れ
る
。
全
体
に
腐
蝕
が
著

し
く
、
墨
痕
は
断
片
的
で
、
し
か
も
左
辺
は
二
次
的
に
割
ら
れ
て
い
て
文
字

の
左
端
が
欠
け
て
い
る
。
下
端
を
右
辺
か
ら
削
っ
て
尖
ら
せ
て
い
る
の
も
二

次
的
な
加
工
で
、
元
の
長
さ
は
も
う
少
し
長
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

｢
啓
」
は
、
「
拝
啓
」
「
謹
啓
」
な
ど
と
し
て
今
で
も
名
残
を
と
ど
め
る
手

紙
の
書
式
。
公
文
書
の
書
式
を
定
め
た
公
式
令
の
規
定
で
は
、
皇
太
子
に

く
し
き
り
よ
う

関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
春
宮
坊
か
ら
皇
太
子
に
上
申
す
る
書
式
と
し
て

と
う
ぐ
う
ぼ
う

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
木
簡
や
正
倉
院
文
書
の
実
例
で
は
、
「
謹
啓
」
、
あ
る

い
は
「
某
謹
啓
」
の
形
で
、
広
く
役
人
間
の
業
務
の
や
り
と
り
や
私
信
な
ど

の
書
式
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

書
き
出
し
部
分
は
か
ろ
う
じ
て
偏
の
部
分
が
残
る
だ
け
だ
が
、
残
画
か
ら

｢
謹
啓
請
…
」
と
判
読
で
き
、
何
ら
か
の
依
頼
文
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
「
請
」
の
下
に
は
依
頼
内
容
が
「
…
…
事
」
と
続
き
、
二
行
目
は
こ
れ

を
受
け
て
「
右
…
…
」
と
具
体
的
な
説
明
に
移
る
の
で
あ
る
。
記
載
は
裏
面

に
ま
で
続
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
裏
面
も
腐
蝕
が
著
し
く
、

文
意
を
取
れ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。

ⅠⅠ ⅠⅠ
空
前空前

空
前

空
前
のの のの 大

出
土

大
出
土

大
出
土

大
出
土

Ｓ
ＫＳＫ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八
二八二

八
二

八
二
〇〇 〇〇

!!!!!!!!

ク
セ

ク
セ

ク
セ

ク
セ
の
あ
る

の
あ
る

の
あ
る

の
あ
る
筆
跡

筆
跡

筆
跡

筆
跡
のの のの
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
１１ １１

４４４４

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
二
一
三
)

皆
流
廿
古
大
三
古

小

長
さ
二
一
九
㎜
・
幅
四
二
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
一
型
式

物
品
の
付
札
で
あ
ろ
う
。
長
方
形
の
材
の
ま
ま
で
、
切
り
込
み
や
穿
孔
な

ど
の
取
り
付
け
る
た
め
の
工
夫
が
な
い
か
ら
、
物
品
に
添
え
て
保
管
さ
れ
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

｢
皆
流
」
が
そ
の
物
品
名
に
あ
た
る
が
、
具
体
的
に
何
に
あ
た
る
か
わ
か

ら
な
い
。
「
み
る
」
と
読
め
れ
ば
、
海
藻
の
海
松
の
可
能
性
が
あ
る
。

み
る



( 2 )

海
松
は
重
量
の
単
位
「
斤
」
で
数
え
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
木
簡
で
使
わ

れ
て
い
る
単
位
「
古
」
は
、
容
器
に
入
っ
た
も
の
を
数
え
る
の
に
用
い
ら
れ

た
単
位
だ
が
、
音
が
同
じ
で
あ
る
た
め
「
籠
」
と
書
か
れ
る
こ
と
も
多
く
、

海
松
を
｢
籠
」
で
数
え
た
事
例
も
あ
る
（
城
一
七
―
二
〇
頁
下
な
ど
）
。
こ
の

よ
う
に
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
海
松
の
入
っ
た
小
さ
い
容
器
が
二
〇
と
大
ぶ
り

の
容
器
が
三
つ
と
い
う
意
味
と
な
る
。

な
お
、
こ
の
木
簡
の
文
字
は
、
端
正
で
繊
細
な
筆
致
だ
が
、
木
簡
の
余
白

を
大
胆
に
残
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

同同 同同
じじ じじ
字字 字字
を
く
り

を
く
り

を
く
り

を
く
り
返返 返返
しし しし
書書 書書
い
た

い
た

い
た

い
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
１１ １１

５５５５

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
五
四
〇
)

殿

臣郡


臣郡
質
質
殿
殿

臣
臣

臣
臣




臣

殿
殿

臣質
質

質
易

易
易

臣
臣

臣
臣

臣

質
質
殿
殿
殿
殿

臣



長
さ
(
三
二
二
)
㎜
・
幅
三
四
㎜
・
厚
さ
八
㎜

〇
八
一
型
式

上
下
の
折
れ
た
大
型
の
材
の
片
面
に
、
「
殿
」
「
質
」
「
郡
」
「
易
」
「
臣
」

を
く
り
返
し
書
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
臣
」
は
天
地
逆
方
向
に
記
し
て
い

る
。
同
じ
文
字
を
二
行
に
わ
た
っ
て
く
り
返
し
書
い
た
後
、
次
の
文
字
に
移

っ
て
い
く
の
を
基
本
と
し
て
い
る
。
左
右
の
切
れ
て
い
る
文
字
は
な
い
か
ら
、

幅
は
習
書
段
階
の
大
き
さ
を
保
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

習
書
木
簡
の
場
合
、
筆
記
者
が
な
ぜ
そ
の
文
字
を
練
習
し
た
の
か
、
心
理

を
追
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
の
文
字
は
解
釈
が
な
か
な
か
難
し
い
。

書
か
れ
て
い
る
文
字
の
う
ち
、
「
郡
」
は
地
方
行
政
組
織
の
「
コ
オ
リ
」
と

し
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
文
字
で
あ
り
、
「
殿
」
は
建
物
、
「
易
」
は
「
交
易
」

な
ど
の
熟
語
、
「
臣
」
は
姓
の
「
朝
臣
」
な
ど
の
よ
う
に
、
古
代
の
役
所

か
ば
ね

内
で
比
較
的
頻
繁
に
見
ら
れ
る
文
字
で
あ
り
、
習
書
さ
れ
る
文
字
と
し
て
相

応
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
質
」
は
出
土
文
字
資
料
で
は
ご
く
珍
し
い
文
字
で

あ
り
、
筆
記
者
が
な
ぜ
こ
の
文
字
を
選
ん
だ
の
か
は
謎
で
あ
る
。

何
度

何
度

何
度

何
度
もも もも
重重 重重
ね
て

ね
て

ね
て

ね
て
字字 字字
をを をを
書書 書書
い
た

い
た

い
た

い
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
１１ １１

６６６６

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
五
四
五
)

(
表
)










能

能
能
大
能



能

能






〔
寇

寇
ヵ
〕
〔
者
老
ヵ
〕

(
裏
)
豊
豊
考
考



凡
上









大
人
人
大
大

（
「
大
人
人
大
大
」
の
行
は
重
ね
書
き
）

長
さ
(
二
五
六
)
㎜
・
幅
(
一
九
)
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
八
一
型
式

上
下
の
折
れ
た
大
型
の
材
の
一
面
に
、
「
能
」
「
大
」
な
ど
、
他
面
に
「
豊
」

｢
考
」
「

寇
」
「
凡
」
「
上
」
「
者
」
「
老
」
「
大
」
な
ど
の
文
字
を
、
余
白
だ
け

で
な
く
重
ね
て
記
し
て
い
る
。
両
面
と
も
左
右
の
欠
け
た
文
字
が
多
数
あ
り
、

こ
の
木
簡
の
現
在
の
形
は
習
書
が
書
か
れ
た
あ
と
で
割
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

書
か
れ
て
い
る
文
字
の
う
ち
、
「
大
」
は
最
も
習
書
さ
れ
る
頻
度
の
高
い

文
字
で
、
「
上
」
も
よ
く
登
場
す
る
文
字
の
一
つ
で
あ
る
。
「
考
」
は
役
人
の

毎
年
の
勤
務
評
定
を
指
し
、
「
能
」
も
官
人
の
専
門
分
野
の
特
技
の
意
味
が

あ
り
、
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
者
」
「
老
」
は
、
「
考
」
と
老
が
し
ら

を
共
有
す
る
文
字
で
、
同
じ
部
首
の
文
字
と
し
て
選
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

｢
豊
」
と
「

寇
」
は
あ
ま
り
習
書
の
機
会
の
多
く
な
い
文
字
で
、
あ
え
て
い

え
ば
人
名
に
関
わ
る
文
字
で
あ
ろ
う
か
。
「
凡
」
は
ウ
ジ
名
「
凡
」
の
可

お
お
し

能
性
が
あ
り
、
ま
た
法
令
の
書
き
出
し
に
も
用
い
ら
れ
る
文
字
だ
が
（
凡 お
よ

そ
…
…
）
、
こ
の
木
簡
で
は
い
ず
れ
か
は
判
断
し
が
た
い
。

な
お
、
裏
面
の
「
豊
」
「
考
」
な
ど
に
比
べ
る
と
、
表
裏
に
あ
る
「
大
」

は
字
形
が
稚
拙
で
、
複
数
の
筆
者
に
よ
る
習
書
の
可
能
性
が
あ
る
。



( 3 )

糸糸 糸糸
をを をを
進
上

進
上

進
上

進
上
し
た

し
た

し
た

し
た
際際 際際
のの のの
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡

７７７７

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
五
七
)






(
表
)
八
月
廿
八
日
進
紺
糸
二
斤
六
両
一
分

附
薬

(
裏
)
正
六
位
上
行
正
勲
十
二
等
山
口
伊
美
吉

天
平
十
三
年

長
さ
(
二
一
九
)
㎜
・
幅
(
一
五
)
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

紺
色
に
染
め
た
糸
の
進
上
に
関
わ
る
文
書
木
簡
の
断
片
。
二
斤
六
両
一
分

は
重
量
を
示
し
（
一
斤
＝
一
六
両
、
一
両
＝
四
分
。
一
斤
は
現
在
の
約
六
七

〇
ｇ
）
、
現
在
の
約
一
・
六
㎏
に
相
当
す
る
。
「
附
薬
」
と
あ
る
の
は
、
「
附

＋
人
名
某
」
の
類
例
か
ら
み
て
、
薬
姓
の
人
物
に
紺
糸
（
お
よ
び
こ
の
木
簡
）

を
言
付
け
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

裏
面
は
こ
の
紺
糸
を
進
上
し
た
官
司
の
責
任
者
の
位
署
書
き
と
日
付
の
記

い
し
よ

載
と
み
ら
れ
る
。
「
正
六
位
上
」
は
位
階
、
「
正
」
は
某
司
の
長
官
（
カ
ミ
）
、

｢
勲
十
二
等
」
は
勲
位
。
「
山
口
伊
美
吉
」
は
「
山
口
忌
寸
」
で
、
名
は
省
略

い
み
き

さ
れ
て
い
る
。
「
行
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
某
司
の
長
官
の
相
当
す
る
位
階

が
、
「
山
口
伊
美
吉
」
の
位
階
で
あ
る
正
六
位
上
よ
り
も
低
い
こ
と
を
示
す

も
の
で
（
逆
の
場
合
は
「
守
」
と
記
す
。
官
位
相
当
が
守
ら
れ
て
い
る
場
合

は
、
官
職
＋
位
階
の
記
載
順
序
と
な
る
）
、
つ
ま
り
、
某
司
の
長
官
で
あ
る

正
の
相
当
位
階
は
、
正
六
位
下
ま
た
は
そ
れ
以
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
こ
と
と
、
糸
の
進
上
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
「
山
口
伊
美

吉
」
は
、
織
部
司
（
正
は
正
六
位
下
相
当
）
か
内
染
司
（
正
は
従
六
位
上
相

お
り
べ
し

な
い
せ
ん
し

当
）
の
長
官
と
み
ら
れ
る
。
断
定
は
で
き
な
い
が
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）

正
月
に
大
宰
帥
大
伴
旅
人
が
開
い
た
梅
花
の
宴
で
読
ん
だ
歌
（
『
万
葉
集
』

だ
ざ
い
の
そ
ち

巻
五
、
八
二
七
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
、
山
口
忌
寸
若
麻
呂
あ
た
り
が
候
補
に

な
ろ
う
。
天
平
十
三
年
は
七
四
一
年
で
、
都
が
恭
仁
京
に
遷
さ
れ
て
い
た
時

く
に

期
に
あ
た
る
。

な
お
、
普
通
に
用
い
ら
れ
る
「
某
官
司
解
（
移
・
進
）
」
な
ど
の
記
載
が

見
え
な
い
こ
と
や
、
本
来
日
付
の
下
に
書
か
れ
る
べ
き
差
し
出
し
官
司
の
責

任
者
の
位
署
書
き
が
日
付
の
上
に
あ
る
な
ど
、
こ
の
木
簡
は
異
例
の
書
式
を

と
る
。
こ
れ
は
、
上
端
と
左
辺
は
原
形
を
保
っ
て
い
る
が
、
右
辺
は
割
れ
て

お
り
、
下
端
も
折
れ
て
い
て
、
元
々
あ
っ
た
そ
う
し
た
記
載
を
欠
い
て
い
る

た
め
か
も
知
れ
な
い
。

切切 切切
りり りり
込込 込込
み
が
あ
る

み
が
あ
る

み
が
あ
る

み
が
あ
る
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡

８８８８

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
城
三
八
―
二
三
頁
下
、
宮
一
―
四
三
六
)

(
表
)
尾
張
国
智

〔
天
平
六
年
ヵ
〕

(
裏
)







長
さ
(
二
〇
八
)
㎜
・
幅
四
一
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
三
九
型
式

上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
杉
の
柾
目
材
を
用
い
た
大
ぶ
り
の
荷

札
木
簡
で
あ
る
。
四
㎝
を
超
え
る
幅
を
も
つ
荷
札
は
珍
し
い
。
下
端
は
折
れ

て
い
て
原
形
を
と
ど
め
な
い
。
文
字
も
表
面
に
郡
名
の
途
中
ま
で
、
裏
面
に

年
紀
が
辛
う
じ
て
残
る
に
過
ぎ
な
い
。
「
尾
張
国
智


」
と
続
け
ば
、
尾
張

お
わ
り

国
智
（
知
）
多
郡
（
今
の
愛
知
県
東
海
市
・
大
府
市
・
知
多
市
・
常
滑
市
・

ち
た

半
田
市
な
ど
の
地
域
）
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
同
じ
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
か

ら
は
、
尾
張
国
智
多
郡
の
調
塩
の
荷
札
も
見
つ
か
っ
て
お
り
（
宮
一
―
三
一

八
・
三
一
九
・
三
二
〇
）
、
中
で
も
後
者
の
二
点
は
こ
の
木
簡
ほ
ど
で
は
な

い
け
れ
ど
も
三
㎝
を
超
え
る
幅
を
も
ち
、
長
さ
も
三
〇
㎝
を
超
え
て
お
り
、

た
い
へ
ん
よ
く
似
た
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
下
端
を
方

頭
に
す
る
〇
三
二
型
式
で
、
こ
の
木
簡
も
同
じ
形
態
の
木
簡
だ
っ
た
可
能
性

が
高
い
。

な
お
、
裏
面
の
年
紀
「
天
平
六
年
」
（
七
三
四
年
）
は
、
科
学
的
保
存
処

理
後
の
再
釈
読
の
結
果
、
読
め
た
文
字
で
あ
る
。
尾
張
国
智
多
郡
の
荷
札
は

年
月
日
を
記
す
例
が
多
い
か
ら
、
折
れ
て
残
ら
な
い
下
部
に
月
日
の
記
載
が

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。



( 4 )

太太 太太
いい いい
材材 材材
にに にに
書書 書書
か
れ
た

か
れ
た

か
れ
た

か
れ
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡

19191919

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
五
八
七
)

〔
応
応
応
ヵ
〕

(
表
)





応

見
雁






(
左
側
面
)




(
裏
)




長
さ
二
〇
四
㎜
・
幅
三
二
㎜
・
厚
さ
三
三
㎜

〇
六
五
型
式

ま
ず
め
っ
た
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
の
な
い
不
思
議
な
木
簡
で
あ
る
。

不
思
議
さ
の
第
一
は
、
太
い
角
柱
状
の
材
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
。
長
さ

二
〇
四
㎜
、
幅
三
二
㎜
は
木
簡
と
し
て
ご
く
普
通
の
寸
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

厚
さ
三
三
㎜
は
尋
常
で
は
な
い
。
幅
・
厚
さ
と
し
て
い
る
の
は
、
文
字
が
読

め
る
面
を
表
面
と
し
た
場
合
の
数
字
で
あ
り
、
要
す
る
に
一
辺
三
二
～
三
三

㎜
の
角
柱
と
表
現
す
べ
き
形
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

不
思
議
さ
の
第
二
は
、
木
目
が
文
字
に
対
し
て
横
向
き
に
走
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
木
簡
は
普
通
木
目
方
向
に
長
い
材
を
用
い
た
上
で
、
木
目
方
向

に
文
字
を
書
く
。
例
外
的
に
木
目
と
直
交
す
る
方
向
に
文
字
を
書
く
場
合
も

あ
る
が
、
そ
の
場
合
も
木
目
方
向
に
長
い
材
を
使
う
。
こ
れ
は
書
く
向
き
を

九
十
度
変
え
て
行
数
を
稼
ご
う
と
す
る
使
い
方
で
、
横
材
木
簡
と
呼
ば
れ
、

帳
簿
の
木
簡
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
木
簡
は
そ
う
い
う

使
い
方
で
は
な
い
。

要
す
る
に
こ
の
木
簡
の
不
思
議
さ
は
、
材
の
形
状
に
原
因
が
あ
る
わ
け
で

あ
る
。
恐
ら
く
何
ら
か
の
細
長
い
部
材
の
長
さ
を
調
整
す
る
た
め
に
切
り
落

と
さ
れ
た
端
の
部
分
に
由
来
す
る
端
材
に
字
を
書
い
た
と
み
る
の
が
穏
当
な

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
一
番
単
純
な
の
は
、
幅
二
〇
㎝
余
り
、
厚
さ
三
㎝
余
り
の

板
の
端
の
切
り
落
と
し
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
端
材
に
ま
で
、

し
か
も
表
裏
だ
け
で
な
く
、
切
断
し
た
側
面
に
ま
で
文
字
を
書
き
付
け
る
と

は
、
ま
さ
に
執
念
の
よ
う
な
も
の
さ
え
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
木
簡
で
あ
る
。

丸丸 丸丸
いい いい
栓栓 栓栓
の
よ
う
な

の
よ
う
な

の
よ
う
な

の
よ
う
な
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡

20202020

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
六
〇
〇
)

十
五
斤

長
さ
五
四
㎜
・
幅
五
三
㎜
・
厚
さ
一
一
㎜

〇
六
一
型
式

こ
れ
も
古
代
の
木
簡
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
不
思
議
な
木
簡
で
あ
る
。

長
さ
五
四
㎜
、
幅
五
三
㎜
と
い
う
数
字
だ
け
見
た
ら
、
正
方
形
の
板
を
思

い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
木
簡
は
円
盤
状
の
木
簡
で
あ
る
。
長
さ
・
幅

と
い
う
寸
法
記
載
に
は
な
じ
ま
な
い
タ
イ
プ
の
木
簡
で
、
む
し
ろ
長
径
五
四

㎜
、
短
径
五
三
㎜
な
ど
と
表
現
し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
知
れ
な
い
。

円
盤
状
の
木
簡
は
、
む
し
ろ
江
戸
時
代
の
も
の
に
多
い
。
曲
物
な
ど
容

ま
げ
も
の

器
の
蓋
に
用
い
ら
れ
る
木
簡
で
、
納
豆
（
塩
納
豆
）
や
砂
糖
の
容
器
の
蓋
の

事
例
が
多
数
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
こ
の
木
簡
は
小
ぶ
り
で
、

記
載
も
重
量
の
み
で
あ
る
。
一
斤
は
約
六
七
〇
ｇ
で
、
十
五
斤
は
約
一
〇
㎏

に
相
当
す
る
。
曲
物
あ
る
い
は
土
器
な
ど
の
容
器
の
蓋
と
す
れ
ば
、
大
き
さ

の
割
り
に
内
容
物
は
か
な
り
の
重
さ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、

｢
十
」
の
文
字
は
切
れ
て
い
る
か
ら
、
円
盤
状
の
形
状
に
加
工
す
る
前
に
書

か
れ
た
も
の
で
、
形
と
は
無
関
係
の
可
能
性
も
あ
る
。

何何 何何
の
た
め

の
た
め

の
た
め

の
た
め
？？ ？？
似似 似似
た
よ
う
な

た
よ
う
な

た
よ
う
な

た
よ
う
な
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
た
ち

た
ち

た
ち

た
ち
１１ １１

24242424

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
)

薄
緑
糸

長
さ
五
四
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
四
九
七
)

24-124-124-124-1

浅
緑
纈

長
さ
五
一
㎜
・
幅
一
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
〇
一
)

24-224-224-224-2

〔
緑
纈
ヵ
〕

白



長
さ
五
四
㎜
・
幅
一
〇
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
〇
二
)

24-324-324-324-3



( 5 )

青
染
纈

長
さ
五
一
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
〇
三
)

24-424-424-424-4

浅
緑
交
紗
纈

24-524-524-524-5

長
さ
六
八
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
〇
四
)

中
緑
纈

24-624-624-624-6

長
さ
五
二
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
〇
五
)

薄
緑
・
浅
緑
・
白
緑
・
青
・
中
緑
な
ど
の
色
名
と
、
糸
・
纈
・
染
纈
・

け
ち

そ
め
け
ち

交
紗
纈
（
交
纈
紗
の
誤
り
か
）
な
ど
の
繊
維
製
品
（
纈
〈
交
纈
〉
は
纐
纈

け
ち

こ
う
け
ち

こ
う

け
ち

〈
＝
し
ぼ
り
〉
染
め
を
施
し
た
絹
を
い
う
）
の
記
載
の
み
が
書
か
れ
た
木
簡
。

青
や
緑
系
統
の
色
が
多
く
、
六
位
以
下
の
下
級
官
人
の
朝
服
の
色
と
の
関

係
が
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
纈
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
女
官
の
服
装
と

け
ち

の
関
連
も
う
か
が
え
る
。

基
本
的
に
四
周
は
原
形
を
保
つ
が
、
上
下
両
端
は
刃
物
を
入
れ
て
折
っ
た

ま
ま
の
状
態
で
、
平
滑
に
削
る
な
ど
の
加
工
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
手
近
に

あ
っ
た
細
長
い
材
を
細
か
く
切
断
し
て
作
成
し
た
木
簡
と
み
ら
れ
、
加
工
前

の
長
い
状
態
に
復
元
で
き
る
組
み
合
わ
せ
も
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
て
い
る
。

用
途
に
つ
い
て
、
従
来
は
記
載
さ
れ
た
繊
維
製
品
の
付
札
と
み
る
の
が
一

般
的
だ
っ
た
が
、
作
り
が
き
わ
め
て
粗
雑
で
あ
る
こ
と
、
一
括
し
て
出
土
し

て
い
る
こ
と
（
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
か
ら
は
類
似
品
が
合
計
二
〇
数
点
出
土
し
て
い

る
）
、
そ
し
て
「
色
＋
繊
維
製
品
」
の
ほ
か
に
「
取
色
」
と
書
か
れ
た
も
の

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
で
は
籤
引
札
と
す
る
見
方
が
有
力
に
な
っ

く
じ
び
き
ふ
だ

て
い
る
。

ⅡⅡ ⅡⅡ
日
本
古
代
木
簡

日
本
古
代
木
簡

日
本
古
代
木
簡

日
本
古
代
木
簡
のの のの 三

本
柱

三
本
柱

三
本
柱

三
本
柱

ーー ーー 木
簡
学

木
簡
学

木
簡
学

木
簡
学
のの のの 基

礎
確
立

基
礎
確
立

基
礎
確
立

基
礎
確
立
ーー ーー

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八
二

八
二

八
二

八
二
〇〇 〇〇
出
土

出
土

出
土

出
土
のの のの
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

27272727

1111

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
九
五
)

日
下
部

鴨


下

西
宮
南
門

茨
田

角
奈
林

茨
田

合
五
人

長
さ
一
一
三
㎜
・
幅
三
一
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

い
わ
ゆ
る
西
宮
（
に
し
み
や
・
さ
い
ぐ
う
）
兵
衛
木
簡
の
一
点
。
門
名

ひ
よ
う
え

と
、
配
置
さ
れ
る
兵
衛
（
兵
士
）
の
ウ
ジ
名
を
列
挙
し
合
計
人
数
を
書
く
、

と
い
う
書
式
は
典
型
的
。

人
名
上
段
中
央
「
茨
田
」
に
は
合
点
が
付
さ
れ
、
「
下
」
と
注
記
さ
れ
る
。

ま
ん
だ

が
つ
て
ん

｢
下
」
は
「
下
番
」
（
出
勤
の
当
番
か
ら
外
れ
る
。
非
番
）
を
意
味
す
る
と
考

げ
ば
ん

え
ら
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
合
点
は
不
在
者
に
付
さ
れ
た
符
号
と
い
う
可
能

性
が
高
く
な
り
、
他
の
西
宮
兵
衛
木
簡
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
も
な
り
得
る
。

な
お
、
西
宮
兵
衛
木
簡
中
に
、
人
名
に
合
点
を
付
す
事
例
は
多
々
存
在
す

る
が
、
「
下
」
あ
る
い
は
「
下
番
」
と
い
う
注
記
を
も
つ
例
は
他
に
な
い
。

不
在
の
兵
衛
が
た
い
て
い
サ
ボ
り
で
「
下
番
」
で
は
な
か
っ
た
た
め
か
、
わ

ざ
わ
ざ
「
下
番
」
と
書
か
な
く
て
も
良
い
事
情
が
あ
っ
た
の
か
、
決
定
的
で

は
な
い
。
合
点
の
付
さ
れ
た
比
率
は
、
さ
ほ
ど
高
く
は
な
く
、
奈
良
時
代
後

半
の
下
級
官
人
の
出
勤
状
況
か
ら
勘
案
す
る
と
、
欠
勤
者
で
あ
っ
た
可
能
性

も
十
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
は
、
「
下
」
字
の
理
解
と
併

せ
て
、
注
意
深
く
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。



( 6 )

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

28282828

1111

(
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
『
平
城
京
木
簡
』
一
―
二
〇
八
。

以
下
、
京
一
―
二
〇
八
の
よ
う
に
略
す
)

〔
六
ヵ
〕

(
表
)

月
一
日
卅
日
家
印
屋
二
具
塗
辛
室
一
具



始
八
月
一
日
至
九
月


九
日




〔
廿
ヵ
〕

(
裏
)
垂
水
君
大
麻
呂

大




長
さ
(
一
九
七
)
㎜
・
幅
(
二
三
)
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
一
九
型
式

長
屋
王
家
木
簡
。
下
端
と
右
辺
は
文
字
が
書
か
れ
た
と
き
の
原
形
を
保
つ

な
が
や
お
う
け

が
、
上
端
は
折
れ
て
い
る
。
左
辺
に
い
た
っ
て
は
二
次
的
に
削
り
が
施
さ
れ
、

文
字
は
三
分
の
一
程
度
し
か
残
ら
ず
読
み
に
く
い
が
、
じ
っ
く
り
残
画
を
眺

め
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特

に
「
至
」
の
字
は
ち
ょ
う
ど
隣
り
に
こ
の
文
字
を
部
品
に
も
つ
「
屋
」
が
あ

り
、
ま
る
で
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

何
ら
か
の
作
業
に
と
も
な
う
記
録
と
考
え
ら
れ
る
が
、
断
片
で
あ
る
た
め

内
容
は
き
わ
め
て
難
解
。
「
家
印
」
は
長
屋
王
家
の
家
政
運
営
の
な
か
で
用

い
ら
れ
た
印
章
で
あ
ろ
う
。
当
時
役
所
の
印
章
の
整
備
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
長
屋
王
家
（
貴
族
の
家
政
運
営
は
国
か
ら
与
え
ら
れ
る
役

人
が
担
う
）
の
印
章
も
造
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
塗
辛
室
」
は
、
土
壁

ぬ
り
か
ら
む
ろ

を
も
つ
朝
鮮
風
の
室
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
「
韓
室
」

は
り
ま
の
く
に
ふ
ど
き

が
み
え
る
）
。
「
屋
」
も
通
常
は
建
物
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら

を
関
連
づ
け
れ
ば
家
印
の
配
置
記
録
と
も
読
め
る
が
、
家
印
が
三
つ
も
あ
っ

た
と
は
考
え
が
た
く
、
素
直
に
屋
が
二
棟
、
塗
辛
室
が
一
棟
、
と
読
む
の
が

穏
当
か
。
建
物
は
「
宇
」
で
数
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
氷
室
を
「
具
」
単
位

で
数
え
た
例
が
あ
る
（
京
二
―
一
七
一
九
）
。

表
面
二
行
目
は
、
八
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま
で
の
意
。
九
月
が
小

の
月
で
あ
る
の
は
、
長
屋
王
家
木
簡
の
時
期
で
は
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
と

和
銅
四
年
の
み
で
、
平
城
遷
都
後
の
和
銅
四
年
の
可
能
性
が
高
い
。

裏
面
の
垂
水
君
大
麻
呂
は
、
こ
の
木
簡
を
記
し
た
人
物
、
す
な
わ
ち
作

た
る
み
の
き
み
お
お
ま
ろ

業
の
責
任
者
か
。
垂
水
君
氏
に
つ
い
て
は
、
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
（
七

し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

〇
一
）
四
月
癸
丑
（
一
〇
日
）
条
に
、
遣
唐
大
通
事
（
＝
通
訳
の
長
）

き
ち
ゅ
う

け
ん
と
う
だ
い
つ
う
じ

大
津
造
広
人
に
垂
水
君
の
姓
を
賜
う
、
と
の
記
事
が
あ
る
。

お
お
つ
の
み
や
つ
こ
ひ
ろ
ひ
と

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡
２２ ２２

29292929

(
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
一
―
一
九
八
)

進
上
木
二
荷
七
月
十
三
日
鴨
伊
布
賀

長
さ
二
三
八
㎜
・
幅
三
一
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
一
一
型
式

長
屋
王
家
木
簡
。
木
材
の
進
上
状
で
、
「
荷
」
は
単
位
。
適
宜
ま
と
め
て

な
が
や
お
う
け

か

二
束
と
し
、
長
屋
王
邸
に
搬
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
付
の
下
に
書
か
れ
る

｢
鴨
伊
布
賀
」
は
担
当
者
の
名
前
。
同
じ
鴨
伊
布
賀
（
「
伊
布
加
」
と
も
表

か
も
の
い
ぶ
か

記
さ
れ
る
）
が
「
炭
」
を
進
上
し
た
木
簡
も
近
く
か
ら
十
点
ほ
ど
出
土
し
て

お
り
、

と
同
筆
と
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
（
京
一
―
一
九
七
、
城
二
七

29292929

―
六
頁
下
な
ど
）
。
「
木
」
の
進
上
状
は

の
み
で
あ
る
か
ら
、
伊
布
賀
は

29292929

炭
の
担
当
者
で
、
こ
の
場
合
は
何
ら
か
の
理
由
で
木
材
が
必
要
と
な
り
、
手

近
に
あ
っ
た
材
を
進
上
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
屋
王
家
木
簡
中
に
は
「
炭
焼

処
」
と
い
う
部
署
が
み
え
（
京
一
―
三
一
一
・
城
二
三
―
九
頁
上
）
、
あ
る

い
は
伊
布
賀
は
こ
の
炭
焼
処
に
所
属
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡
３３ ３３

30303030
(
一
九
八
次
Ｂ
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
。
城
二
四
―
一
八
頁
上
)

薗
部
伊
賀
麻
呂

雪
牛
養

(
表
)
鷹
所

凡
人
足

鳥
取
咋
麻
呂

(
裏
)
雲
国
足

并
五
人

長
さ
二
〇
三
㎜
・
幅
三
二
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
二
型
式
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二
条
大
路
木
簡
。
「
鷹
所
」
に
所
属
す
る
人
物
を
列
記
す
る
。
人
名
を

に
じ
よ
う
お
お
じ

た
か
ど
こ
ろ

羅
列
す
る
書
式
は

に
似
る
が
、
こ
の
木
簡
で
は
記
載
が
裏
面
に
ま
で
及

27272727

び
、
ま
た
合
点
を
付
さ
れ
た
者
は
い
な
い
。
「
雪
」
や
「
雲
」
と
い
っ
た
珍

し
い
ウ
ジ
名
も
み
え
る
。
木
簡
は
、
中
・
下
級
官
人
の
人
名
の
宝
庫
で
あ
る
。

鷹
所
は
、
鷹
の
飼
育
を
担
当
す
る
部
署
。
令
制
で
は
兵
部
省
被
管
に

ひ
よ
う
ぶ
し
よ
う

主
鷹
司
が
あ
り
、
鷹
戸
と
い
う
品
部
（
特
別
な
職
種
を
請
け
負
う
氏
族
・

し
ゆ
よ
う
し

た
か
か
い
べ

し
な
べ

集
団
）
も
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
木
簡
は
二
条
大
路
北
辺
の
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ

五
三
〇
〇
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
、
そ
の
西
端
部
か
ら
は
北
側
の
平
城
京
左

京
二
条
二
坊
五
坪
に
藤
原
麻
呂
邸
の
存
在
を
推
定
す
る
根
拠
と
な
っ
た
藤
原

ふ
じ
わ
ら
の
ま
ろ

麻
呂
の
家
政
機
関
に
関
わ
る
一
群
の
木
簡
が
見
つ
か
て
い
る
。
当
時
、
麻
呂

は
兵
部
卿
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
木
簡
の
鷹
所
も
兵
部
省
所
管
の
主
鷹
司
の

ひ
よ
う
ぶ
き
よ
う

一
部
署
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
木
簡
は
、
衛
府
の
兵
士
の

警
備
分
担
を
示
す
門
号
木
簡
な
ど
と
一
連
と
み
ら
れ
る
た
め
、
光
明
皇
后
の

皇
后
宮
に
関
わ
る
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
か
ら
は
、
平
城
京
内
の
行
政
を
担
当
す
る
京
職
が
鼠

き
よ
う
し
き

ね
ず
み

を
進
上
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
木
簡
も
多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
（
城
二
四
―

八
頁
な
ど
）
。
出
土
当
初
は
天
平
び
と
が
鼠
を
食
用
と
し
て
い
た
可
能
性
も

取
り
沙
汰
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
鷹
狩
り
用
の
鷹
の
餌
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

は
そ
の
説
を
支
持
す
る
有
力
な
根
拠
と
な
る
。

30303030ま
る
で
瓶
の
よ
う
な
不
思
議
な
か
た
ち
を
し
て
い
る
が
、
本
来
は
上
部

び
ん

に
切
り
込
み
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
上
が
割
れ
て
欠
失
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

切
り
込
み
部
分
は
ど
う
し
て
も
強
度
が
低
く
な
り
、
こ
の
よ
う
に
欠
損
す
る

例
は
多
い
。
な
お
、
「
鷹
所
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
は
他
に
も
数
点
出
土
し
て

い
る
が
（
京
三
―
四
七
〇
五
な
ど
）
、

の
よ
う
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の

30303030

は
な
い
。
な
か
み
は
文
書
、
か
た
ち
は
荷
札
で
、
使
用
法
に
は
不
明
な
部
分

も
残
る
。
木
簡
研
究
の
難
し
さ
を
示
す
一
例
で
あ
る
が
、
二
条
大
路
木
簡
に

は
、
類
例
が
少
な
い
荷
札
の
削
屑
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
（
城
三
〇
―
三
二

頁
中
・
下
）
、
荷
札
を
再
利
用
し
た
木
簡
の
可
能
性
が
充
分
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
（
詳
し
く
は
、
下
記
「
木
簡
を
読
む
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

1111

木
簡
を
よ
む

1111

切
り
込
み
の
あ
る
文
書
木
簡
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
？

木
簡
を
使
う
最
大
の
利
点
は
、
削
っ
て
再
利
用
で
き
る
こ
と
と
、
壊
れ
に
く
さ

に
あ
る
。
こ
の
二
つ
、
実
は
相
容
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
丈
夫
さ
を
生
か
し
た
用

途
の
最
た
る
も
の
は
、
租
税
貢
進
の
際
の
荷
札
だ
が
、
モ
ノ
と
と
も
に
都
に
運
ば

れ
る
こ
と
や
、
切
り
込
み
や
穿
孔
な
ど
モ
ノ
に
取
り
付
る
た
め
の
工
夫
を
施
す
こ

と
も
あ
っ
て
、
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
条
大
路
木
簡
に
は
荷
札
の
削
屑
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
（
城
三

〇
―
三
二
頁
中
・
下
）
。
こ
れ
は
荷
札
を
削
っ
て
再
利
用
し
た
動
か
ぬ
証
拠
と
な

る
。
も
ち
ろ
ん
荷
札
と
し
て
の
再
利
用
で
は
な
い
。
別
の
機
能
を
も
つ
木
簡
と
し

て
の
再
利
用
で
あ
る
。
鷹
所
の
木
簡
は
そ
の
典
型
的
な
事
例
と
思
わ
れ
る
。

30303030

下
端
に
切
り
込
み
を
も
ち
、
米
・
大
豆
・
胡
麻
油
・
新
小
麦
・
小
櫃
な
ど
、
十

三
種
の
物
品
名
と
数
量
を
列
記
し
た
帳
簿
の
木
簡
（
城
二
二
―
一
五
頁
上
）
を
、

そ
の
形
状
か
ら
安
房
国
の
鰒
の
調
の
荷
札
の
再
利
用
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
同

様
の
こ
と
が

に
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。
荷
札
は
国
に
よ
る
個
性
が
強
い
。
そ

30303030

の
観
点
か
ら

に
類
似
し
た
印
象
の
荷
札
を
探
す
と
…
…
。
思
い
当
た
る
の
は

30303030

若
狭
国
の
荷
札
で
あ
る
。
貽
貝
鮓
（
城
二
二
―
三
四
頁
下
）
、
鰒
鮓
（
城
二
四
―

い
が

い
の

す
し

二
八
頁
下
）
、
宇
尓
（
城
二
二
―
三
四
頁
下
）
な
ど
、
二
条
大
路
木
簡
に
類
例
が

う
に

多
い
端
正
な
文
字
で
書
か
れ
た
贄
の
荷
札
で
あ
る
。
幅
広
の
ス
ギ
の
板
目
材
を
用

い
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
〇
三
二
型
式
の
荷
札
は
、

が
や
や
丈
長
で
あ
る
こ
と

30303030

を
除
け
ば
そ
っ
く
り
の
雰
囲
気
を
も
つ
。
右
の
帳
簿
の
木
簡
の
場
合
は
、
上
下
を

ひ
っ
く
り
返
し
て
再
利
用
し
て
い
る
。
切
り
込
み
を
避
け
る
た
め
だ
ろ
う
。

30303030

の
場
合
特
に
そ
う
し
た
配
慮
が
な
い
の
は
、
再
利
用
者
の
個
性
か
、
あ
る
い
は
記

載
予
定
の
分
量
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
二
条
大
路
木
簡
に
含
ま
れ
る
荷
札
の
削
屑
に
若
狭
国
の
も
の
は

な
い
け
れ
ど
も
、
荷
札
を
も
木
簡
と
し
て
再
利
用
し
た
彼
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
充

分
あ
り
得
べ
き
こ
と
と
思
う
。
実
は
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
の
木
簡
に
も
荷
札
の
削
屑
が

含
ま
れ
て
い
る
（
「
備
後
国
三
上
郡
調
鍬
」
宮
一
―
四
五
八
＋
三
一
五
）
。
二
条
大

路
木
簡
と
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
木
簡
の
類
似
が
夙
に
鬼
頭
清
明
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
そ
れ
は
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
を

残
し
た
人
々
は
、
二
条
大
路
木
簡
を
残
し
た
「
彼
ら
」
の
後
身
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

二
条
大
路
木
簡
の
木
簡
遣
い
の
作
法
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
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の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡
４４ ４４

31313131

(
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
四
―
四
六
四
一
)



(
表
)
以
十
一
月
九
日
銭
用

高
向






文







〔
廿
ヵ
〕

(
裏
)
廿
八
日
魚
十
文






長
さ
(
二
二
六
)
㎜
・
幅
(
一
二
)
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
八
一
型
式

銭
の
用
途
を
書
き
込
ん
だ
木
簡
。
左
側
面
が
割
れ
て
文
字
は
半
分
し
か
残

っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
何
と
か
釈
読
で
き
る
部
分
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
内
容
か
ら
の
類
推
が
可
能
な
文
字
は
比
較
的
読
み
や
す
い
が
、
人

名
な
ど
の
固
有
名
詞
と
な
る
と
俄
然
難
易
度
が
増
す
。

こ
う
し
た
木
簡
の
中
に
は
、
切
り
込
み
を
有
し
て
、
実
際
に
銭
（
サ
シ
銭

も
し
く
は
銭
袋
か
）
に
括
り
つ
け
て
、
出
費
を
日
ご
と
に
書
き
込
ん
だ
例
が

ま
ま
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
木
簡
の
場
合
は
右
側
面
は
原
形
と
み
ら
れ

る
の
で
、
切
り
込
み
は
存
在
し
な
い
可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
、
直
接
銭
と

結
ば
れ
て
い
た
と
い
う
訳
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
ご
と
に
書

き
込
ん
で
い
る
様
子
で
あ
り
、
銭
の
保
管
場
所
と
近
接
し
て
利
用
さ
れ
た
木

簡
で
は
あ
ろ
う
。
表
面
下
端
に
は
合
点
（
印
）
も
み
ら
れ
る
。
銭
の
出
納
の

結
果
に
応
じ
て
、
何
ら
か
の
意
味
を
込
め
て
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八
二

八
二

八
二

八
二
〇〇 〇〇
出
土

出
土

出
土

出
土
のの のの
付
札

付
札

付
札

付
札

32323232

1111

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
二
八
五
)

四
両
屯

豊
前
国
宇
佐
郡
調
黒
綿
壱
伯
屯

神
亀
四
年

長
さ
二
五
四
㎜
・
幅
二
七
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
一
型
式

豊
前
国
宇
佐
郡
（
今
の
大
分
県
宇
佐
市
ほ
か
）
か
ら
の
調
の
真
綿
の
荷
札
。

ぶ
ぜ
ん

う
さ

｢
黒
綿
」
の
詳
細
は
不
明
。
黒
綿
以
外
に
、
木
簡
学
的
観
点
か
ら
こ
の
木
簡

に
は
三
つ
の
問
題
・
謎
が
存
在
す
る
。

①
遺
構
の
年
代
と
年
紀
の
差

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
は
、
他
の
木
簡
や
、
埋
没
状
況
な
ど
か
ら
、
天
平
十
八
～
十

九
年
（
七
四
六
～
七
四
七
）
に
か
け
て
の
ご
く
短
期
間
に
ゴ
ミ
が
廃
棄
さ
れ
、

埋
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
木
簡
の
年
紀
は
神
亀
四

じ
ん
き

年
（
七
二
七
）
と
遙
か
に
古
い
。

こ
れ
は
、
綿
は
保
存
が
利
く
た
め
、
貢
進
か
ら
消
費
・
廃
棄
ま
で
の
時
間

差
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

西
海
道
諸
国
の
調
庸
は
京
進
さ
れ
ず
大
宰
府
に
と
ど
め
て
そ
の
財
源
と
さ

れ
、
都
に
送
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
天
平
元
年
（
七
二
九
）
以
降
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
（
『
続
日
本
紀
』
同
年
九
月
庚
寅
〈
三
日
〉
条
）
。
神
亀
四

年
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
の
貢
進
で
、
い
つ
都
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
そ
う

簡
単
に
は
決
め
ら
れ
な
い
。
木
簡
の
年
紀
は
他
の
遺
物
や
遺
構
の
年
代
決
定

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

②
ど
こ
で
作
ら
れ
た
木
簡
か

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
の
二
九
点
に
及
ぶ
西
海
道
（
今
の
九
州
地
方
）
諸
国
か

ら
の
調
綿
木
簡
は
、
字
体
も
形
状
も
よ
く
似
て
い
る
。
さ
ら
に
、
材
は
木
簡

と
し
て
は
珍
し
い
広
葉
樹
で
あ
る
。
は
た
し
て
西
海
道
諸
国
で
、
そ
れ
ぞ
れ

作
成
さ
れ
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
統
一
性
が
出
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

西
海
道
諸
国
の
調
庸
は
、
一
度
大
宰
府
に
集
め
ら
れ
、
必
要
に
応
じ
て
京

進
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
は
大
宰
府
で
一

括
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
宰
府
で
出
土
す
る
木
簡
に

は
、
広
葉
樹
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
大
宰
府
で
、
京
進
用
の
時

に
の
み
用
い
ら
れ
た
、
木
簡
の
利
用
方
法
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
他
の
類
例
の
乏
し
さ

そ
の
後
の
発
掘
調
査
で
も
、
西
海
道
諸
国
か
ら
の
調
綿
荷
札
は
出
土
し
て

い
な
い
。
大
宰
府
か
ら
の
荷
札
と
い
う
意
味
で
は
、
二
条
大
路
木
簡
中
に
大

宰
府
か
ら
の
紫
草
の
荷
札
が
あ
る
が
、
進
上
主
体
が
大
宰
府
に
な
っ
て
い
る

な
ど
、
書
式
も
大
き
く
異
な
る
。
な
ぜ
、
そ
の
後
西
海
道
か
ら
の
調
綿
荷
札

が
出
土
し
な
い
の
だ
ろ
う
。
京
進
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

正
倉
院
に
は
、
調
綿
を
く
る
ん
だ
紙
に
文
字
を
書
き
込
ん
で
い
る
越
前
国

(
今
の
福
井
県
北
部
お
よ
び
石
川
県
南
部
）
の
調
綿
の
事
例
が
あ
り
、
必
ず

し
も
木
簡
を
利
用
し
な
く
て
も
良
か
っ
た
た
め
、
他
の
類
例
が
な
い
、
と
い
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う
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
た
だ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
な
ぜ
こ
の
時
だ
け
木
簡

が
作
成
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
。

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八
二

八
二

八
二

八
二
〇〇 〇〇
出
土

出
土

出
土

出
土
のの のの
付
札

付
札

付
札

付
札
２２ ２２

33333333

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
四
六
二
)

御
取
鮑

長
さ
一
五
七
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
五
一
型
式

下
端
を
尖
ら
せ
た
、
〇
五
一
型
式
の
付
札
。
作
り
は
き
わ
め
て
丁
寧
で
あ

る
。
文
字
は
や
や
薄
れ
て
い
る
が
「
御
取
鮑
」
の
三
文
字
が
書
か
れ
て
い

み
と
り
あ
わ
び

る
。
御
取
鮑
（
鰒
）
は
「
水
取
鰒
」
「
身
取
鰒
」
な
ど
と
も
書
き
、
ア
ワ
ビ

の
肉
を
薄
く
剥
い
で
乾
し
た
あ
と
長
方
形
に
切
り
、
数
枚
を
合
わ
せ
て
一
端

は

を
細
縄
で
結
ん
だ
も
の
。
主
に
神
饌
に
供
さ
れ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
現

し
ん
せ
ん

在
の
伊
勢
神
宮
で
供
さ
れ
て
い
る
「
身
取
鰒
」
は
、
長
く
桂
剥
き
に
し
て

か
つ
ら
む

乾
燥
さ
せ
た
い
わ
ゆ
る
熨
斗
ア
ワ
ビ
の
よ
う
で
あ
る
。

の
し

ア
ワ
ビ
は
神
饌
と
し
て
、
ま
た
高
級
食
材
と
し
て
も
代
表
的
な
も
の
で
あ

り
、
関
連
木
簡
の
出
土
例
も
枚
挙
に
遑
な
い
。
「
長
屋
親
王
宮
鮑
大
贄
十
編
」

(
城
二
五
―
三
〇
頁
）
と
い
っ
た
著
名
な
事
例
も
あ
り
、
今
回
の
展
示
で
も

ア
ワ
ビ
の
木
簡
を
多
く
出
品
す
る
（

期
展
示

、
期
展
示

・
・

１１１１

35353535

２２２２

49494949

51515151

）
。
ま
た
、
「
長
屋
親
王
」
木
簡
の
ア
ワ
ビ
は
「
編
」
と
い
う
単
位
か
ら

53535353

熨
斗
ア
ワ
ビ
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
生
き
た
状
態
に
近
い

か
た
ち
の
も
の
（
殻
付
き
か
）
は
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
「
貝
」
で
数
え
る
こ

と
が
多
い
（
京
一
―
四
五
六
な
ど
）
。

ア
ワ
ビ
は
種
類
や
加
工
法
も
多
彩
で
あ
り
、
延
喜
式
に
は
「
耽
羅
鰒
」
（
韓

え
ん
ぎ
し
き

た
ん
ら

国
済
州
島
産
）
「
鳥
子
鰒
」
（
卵
型
に
加
工
さ
れ
た
も
の
か
）
「
都
都
伎
鰒
」

と
り
の
こ

つ
つ
き

(
糸
で
貫
い
た
も
の
）
な
ど
各
種
の
ア
ワ
ビ
が
列
記
さ
れ
て
お
り
（
主
計
寮

し
ゆ
け
い
り
よ
う

式
上
諸
国
調
条
）
、
鮨
（
＝
熟
れ
ず
し
）
の
事
例
も
多
い
。
産
地
と
し
て

し
よ
こ
く
ち
よ
う

な

は
安
房
国
（
今
の
千
葉
県
南
部
）
や
志
摩
国
（
今
の
三
重
県
志
摩
半
島
地
域
）

あ
わ
の
く
に

が
著
名
で
あ
る
が
、
調
と
し
て
の
貢
進
事
例
は
安
房
国
が
最
も
多
く
（
志
摩

国
の
ア
ワ
ビ
の
多
く
は
贄
）
、
「
東
鰒
」
（
城
二
三
―
一
七
頁
な
ど
）
も
安

あ
ず
ま

房
産
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
付
札

付
札

付
札

付
札

34343434

1111

(
二
〇
四
次
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
。
京
三
―
四
八
八
五
)

戸
主
夏
身
阿
佐
麻
呂
戸
口
敢
石
部

(
表
)
伊
勢
国
飯
高
郡


枚
郷

酒
麻
呂
三
斗
戸
主
民
忌
寸
大
伴

(
裏
)
戸
口
祭
福
飯
得
三
斗

右
二
人
相
一
俵

長
さ
二
〇
八
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
三
三
型
式

伊
勢
国
飯
高
郡
の
上
牧
郷
ま
た
は
下
牧
郷
（
い
ず
れ
も
今
の
三
重
県

い
せ

い
い
だ
か

か
み
つ
ひ
ら

し
も
つ
ひ
ら

松
阪
市
付
近
）
か
ら
の
庸
米
荷
札
木
簡
。
上
端
に
切
り
込
み
を
も
ち
、
下

よ
う
ま
い

端
は
尖
ら
せ
ら
れ
て
い
る
。

古
代
に
は
、
米
俵
は
五
斗
で
一
俵
と
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
庸
米
の

場
合
に
は
六
斗
や
五
斗
八
升
で
一
俵
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
庸
は
、
地
方
か

ら
上
京
し
各
種
の
労
働
を
担
う
仕
丁
や
采
女
な
ど
の
食
料
に
充
て
ら
れ
る

し
ち
よ
う

う
ね
め

税
目
の
た
め
、
梱
包
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、
大
の
月
（
三
〇
日
）
一
ヵ
月
分
用
に
六
斗
、
小
の
月
（
二
九
日
）
一
ヵ

月
分
用
に
五
斗
八
升
の
米
俵
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
木
簡
で

は
、
二
人
分
の
庸
米
（
各
三
升
ず
つ
）
を
合
成
し
て
六
斗
一
俵
に
し
て
い
る
。

こ
れ
も
庸
米
荷
札
に
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
木
簡
は
、
比
較
的
分
厚
い
。
そ
の
た
め
か
、
上
下
両
端
の
加
工
が
立

体
的
で
あ
る
。
特
に
下
端
部
の
加
工
が
、
単
に
左
右
か
ら
尖
ら
せ
る
だ
け
で

な
く
、
面
取
り
を
す
る
よ
う
に
す
ぼ
め
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
こ
う
い
う

事
例
を
み
る
と
、
確
か
に
な
に
か
に
突
き
刺
す
た
め
に
下
端
部
を
尖
ら
せ
た

の
だ
な
あ
、
と
感
じ
ら
れ
る
。
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の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
付
札

付
札

付
札

付
札
２２ ２２

35353535

(
二
〇
四
次
、
Ｓ
Ｄ
五
三
一
〇
出
土
。
京
三
―
五
七
二
八
)



鰒
壱



長
さ
(
一
〇
九
)
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
五
一
型
式

や
や
小
振
り
な
〇
五
一
形
式
の
木
簡
。
尖
ら
せ
た
下
端
は
わ
ず
か
に
欠
損

す
る
。
腐
蝕
し
て
お
り
、
上
部
の
文
字
は
判
読
で
き
な
い
が
、
か
ろ
う
じ
て

｢
鰒
」
「
壱
」
が
読
み
取
れ
る
。
形
状
は
と
よ
く
似
て
い
る
。

あ
わ
び

33333333

こ
う
し
た
小
型
の
〇
五
一
形
式
の
木
簡
は
、
か
つ
て
は
、
物
品
に
単
に
付

け
ら
れ
た
付
札
で
、
宮
内
で
作
製
さ
れ
、
荷
札
と
異
な
り
原
則
と
し
て
長
距

離
移
動
を
伴
わ
な
い
も
の
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
の
研
究
で

は
、
物
品
が
海
産
物
の
場
合
、
志
摩
国
（
今
の
三
重
県
）
か
ら
の
贄
に
つ

し
ま

に
え

け
ら
れ
た
荷
札
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
地
か
ら
の
貢
進
物
に
複
数
の
荷
札
が
取
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
点

は
物
品
を
梱
包
し
た
中
に
入
れ
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
志
摩
国
以
外
で
も
、
貢
進
物
の
梱
包
の
中
に
小
型
の
〇
五
一
型
式
木
簡

（
〇
一
一
形
式
で
も
よ
い
）
を
封
入
し
た
地
域
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
る
と
、
小
型
の
〇
五
一
型
式
木
簡
の
最
大
の
特
徴

は
「
物
品
と
の
物
理
的
距
離
が
非
常
に
近
い
」
こ
と
で
あ
り
、
移
動
の
有
無

(
付
札
か
荷
札
か
）
な
ど
は
別
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

や
や
大
袈
裟
な
表
現
を
す
れ
ば
、
小
型
の
〇
五
一
型
式
木
簡
は
、
研
究
の
最

前
線
に
立
つ
木
簡
な
の
で
あ
る
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
付
札

付
札

付
札

付
札
３３ ３３

36363636

(
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
一
―
四
三
八
)

（
マ

ヽ
）



交
易

燭
贄
一
斗
五
升

丹
波
国
何
鹿
高
津
里

持
丁
高
津
公
石
寸

長
さ
二
八
二
㎜
・
幅
三
七
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

長
屋
王
家
木
簡
。
丹
波
国
何
鹿
郡
高
津
里
（
今
の
京
都
府
綾
部
市
高
津
町

な
が
や
お
う
け

た
ん
ば

い
か
る
が

た
か
つ

・
福
知
山
市
観
音
寺
付
近
）
よ
り
送
ら
れ
た
贄
（
神
へ
の
供
物
や
共
同
体

に
え

の
首
長
へ
の
貢
納
物
を
起
源
と
す
る
税
目
の
一
種
）
の
荷
札
で
、
品
目
は

燭
。

き
た
い

燭
は
干
物
や
乾
肉
の
こ
と
で
、
各
種
の
魚
肉
や
鹿
の
よ
う
な
獣
肉
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
か
ら
は
原
材
料
は
分
か
ら
な
い
。
一

斗
五
升
は
、
現
在
の
六
升
七
合
五
分
程
度
に
相
当
。
交
易
（
＝
市
な
ど
で
の

購
入
）
に
よ
り
調
達
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
持
丁
」
高
津
公
石
寸

た
か
つ
の
き
み
い
わ
れ

は
そ
の
運
搬
者
で
あ
る
。
里
名
と
同
じ
ウ
ジ
名
と
「
公
」
の
カ
バ
ネ
を
も
つ

石
寸
は
、
現
地
の
有
力
者
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
交
易
に
よ
る
贄
の

調
達
に
も
現
地
の
有
力
者
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
、
こ
の
木
簡
は
、

長
屋
王
の
実
力
を
物
語
る
も
の
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

紐
を
か
け
る
た
め
の
切
り
込
み
は
き
れ
い
な
三
角
形
に
整
え
ら
れ
、
四
周

の
仕
上
げ
も
丁
寧
。
た
だ
、
書
き
始
め
た
ら
や
や
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
た
ら

し
く
、
下
端
い
っ
ぱ
い
ま
で
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
微
笑
ま
し
い
。
一

文
字
目
の
「
丹
」
も
、
紐
を
か
け
た
ら
お
そ
ら
く
隠
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
付
札

付
札

付
札

付
札
４４ ４４

37373737

(
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
六
―
九
〇
六
四
)

〔
労
ヵ
〕

(
表
)
益
田
君
倭
麻
呂
続


銭

〔
五
ヵ
〕

(
裏
)
神
亀
五
年


月
廿
七
日

長
さ
一
四
四
㎜
・
幅
一
五
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
三
型
式

益
田
君
倭
麻
呂
の
続
労
銭
の
付
札
。
続
労
銭
は
資
銭
と
も
言
い
、
定
員

ま
す
だ
の
き
み
や
ま
と
ま
ろ

し
よ
く
ろ
う
せ
ん

し
せ
ん

オ
ー
バ
ー
で
官
職
に
就
け
な
か
っ
た
六
位
以
下
の
官
人
や
位
子
（
六
～
八
位

い
し

の
官
人
の
嫡
子
）
な
ど
が
納
め
る
銭
の
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
位
階
昇
進
判

ち
や
く
し

定
の
対
象
と
な
る
資
格
（
「
考
」
）
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
名
前
の

こ
う

と
お
り
「
労
」
を
「
続
」
ぐ
た
め
の
「
銭
」
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
に
は
金
額

つ
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は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
類
例
が
多
く
出
土
し
て
お
り
（
宮
六
―
九
〇
五
八

～
九
〇
六
三
・
九
〇
六
五
～
九
〇
六
九
な
ど
）
、
五
〇
〇
文
を
定
額
と
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
神
亀
五
年
は
七
二
八
年
。

や
や
小
振
り
だ
が
、
非
常
に
丁
寧
な
作
り
が
目
を
引
く
。
切
り
込
み
の
加

工
も
四
周
の
削
り
も
き
っ
ち
り
と
仕
上
げ
ら
れ
、
上
下
両
端
は
山
形
に
整
形

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
お
そ
ら
く
両
端
の
か
た
ち
に
実
用
上
の
意
味
は
な
く
、

一
応
〇
三
三
型
（
一
端
に
切
り
込
み
を
有
し
他
端
を
尖
ら
せ
る
も
の
）
と
さ

れ
て
い
る
が
、
〇
三
二
型
（
上
下
い
ず
れ
か
一
端
に
の
み
切
り
込
み
を
有
す

る
も
の
）
の
派
生
形
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
型
式
番
号
を
つ
け
る
の
に
悩

む
事
例
。

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八
二

八
二

八
二

八
二
〇〇 〇〇
出
土

出
土

出
土

出
土
のの のの
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡
１１ １１

38383838

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
五
四
二
)

(
表
)
応
進
進
上
者
者
髣

足

応
応

下






者
者
者
髣

者
精



〔
応
応
進
進
ヵ
〕

〔
精
ヵ
〕

〔

ヵ
蕁〕

(
裏
)


書
書



書
書
水
晝



莫
嬾
読

晝
書



呂
善
書

書
水

蕁

（
両
面
共
他
ニ
モ
墨
書
ア
リ
）

〔
書
麻
ヵ
〕

長
さ
(
二
六
二
)
㎜
・
幅
(
二
六
)
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
八
一
型
式

た
く
さ
ん
の
文
字
が
重
ね
書
き
さ
れ
た
習
書
木
簡
。
裏
面
の
一
部
は
天

し
ゆ
う
し
よ

地
逆
に
書
か
れ
て
い
る
。
墨
痕
は
濃
く
明
瞭
だ
が
、
よ
く
み
る
と
そ
の
下
に
、

薄
墨
で
先
に
書
か
れ
た
文
字
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
面
左
行
の
文
字
は

半
分
し
か
残
ら
ず
、
文
字
が
書
か
れ
た
の
ち
に
材
が
割
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
下
端
は
原
形
を
留
め
る
。
裏
面
二
文
字
目
の
「
嬾
」
は
、
怠
る
の
意
。

す
る
と
、
裏
面
冒
頭
部
分
は
「
読
書
ヲ
嬾
ル
莫
カ
レ
」
と
解
釈
し
う
る
。

オ
コ
タ

ナ

習
書
は
一
文
字
単
位
の
み
で
な
く
、
単
語
や
フ
レ
ー
ズ
単
位
で
な
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
木
簡
は
上
下
に
折
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
表
裏
も
剥
が
れ

て
現
状
で
は
四
片
に
分
か
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
力
が
加
わ
っ
た
ら
、
こ

ん
な
割
れ
方
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡
１１ １１

39393939

(
一
七
七
次
、
整
地
土
下
層
木
屑
層
炭
層
出
土
。
宮
七
―
一
二
七
一
八
)

(
表
)

常
易

易

常
常


常

常
常

常
常

域
屋

常

常
常

易
易

(
裏
)




村
村
部

遠
常
道
遠
何
内




常
常

常

長
さ
二
一
〇
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
一
型
式

表
裏
に
わ
た
り
多
く
の
文
字
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
少
し
ク
セ
は
あ

る
が
、
文
字
を
書
き
慣
れ
た
人
の
筆
跡
の
よ
う
に
み
え
る
。
も
っ
と
も
多
い

の
は
「
常
」
の
字
。
さ
ま
ざ
ま
な
字
形
で
書
か
れ
て
お
り
、
草

冠
に
「
弟
」

く
さ
か
ん
む
り

の
よ
う
な
字
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
目
立
つ
。
ど
の
よ
う
に
書
け
ば
一
番

き
れ
い
に
み
え
る
か
探
究
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
暇
つ
ぶ
し
か
。

書
き
手
の
心
の
う
ち
に
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
る
の
も
面
白
い
。

表
面
の
下
か
ら
二
文
字
目
「
域
」
は
「
漆
」
の
異
体
字
で
、
音
が
「
シ

う
る
し

チ
（
シ
ツ
）
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
七
」
の
大
字
と
し
て
使
わ
れ
た
。
大
字

だ
い
じ

は
、
正
式
な
文
書
な
ど
に
用
い
る
画
数
の
多
い
漢
数
字
の
こ
と
（
壱
〈
壹
〉
弐

い
ち

に

〈
貳
〉
参
〈
參
〉
肆
…
、
な
ど
）
で
、
部
品
に
「
七
」
を
も
つ
「
域
」
の

さ
ん

し

字
形
は
、
｢
七
」
の
大
字
に
ふ
さ
わ
し
く
、
「
七
」
の
大
字
と
し
て
用
い
る
場

合
、
「
漆
」
の
字
は
「
域
」
の
字
形
で
書
か
れ
、
「
漆
」
の
字
形
を
用
い
る

こ
と
は
な
い
。
｢
域
」
の
字
形
が
「
七
」
の
大
字
と
し
て
多
用
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
「
漆
部
」
な
ど
ウ
ル
シ
の
意
味
で
用
い
る
場
合
で
さ
え
も
、
「
域
」

ぬ
り

べ
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の
字
形
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡
２２ ２２

40404040

(
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
四
―
四
六
九
九
)

(
表
)
領

職
鳥
鳶
鳶


羣



鳥
鳥
鳥
鳶
鳶
其


八




鳥
鳥
鳥
鳥
鳥
鳥

〔
鳥
ヵ
〕

(
裏
)
口
申



鳥
鳥

鳥
鳥
鳥


嶋
道
首


諸
不
不
衆

嶋
嶋

不
不
不


諸

申

「












」
（

重
ね

書
き

）

〔
嶋

澄
ヵ
〕

長
さ
(
一
三
六
)
㎜
・
幅
三
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

下
端
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
や
や
幅
広
の
材
に
表
裏
と
も
数
行
に
わ
た
っ

て
た
く
さ
ん
の
文
字
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
よ
く
み
る
と

同
様
、

38383838

裏
面
に
は
薄
墨
で
先
に
書
か
れ
た
文
字
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

｢
鳶
」
の
冠
が
右
下
に
ぐ
っ
と
延
び
て
い
た
り
、
「
群
」
の
偏
と
旁
が
上

と
び

下
に
配
置
さ
れ
て
い
た
り
、
今
と
は
若
干
異
な
る
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
文

字
が
あ
る
の
も
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
、
現
在
で
は
左
右
に
配
置
さ
れ
る
パ

ー
ツ
が
上
下
に
並
ぶ
例
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
た
と
え
ば
弘
法
大
師
空
海
は
、

こ
う
ぼ
う
だ
い
し
く
う
か
い

直
筆
の
署
名
で
は
「
海
」
の
字
を
、
上
に
「
毎
」
、
下
に
「
水
」
と
書
く
字

体
で
記
し
て
い
る
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡
３３ ３３

41414141

(
二
二
次
北
、
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
出
土
。
宮
二
―
二
三
八
七
)

(
表
)
謹
謹
謹
謹
謹
謹
謹

(
裏
)
謹
謹
謹
謹
謹
謹

長
さ
(
一
〇
〇
)
㎜
・
幅
(
一
九
)
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
八
一
型
式

勢
い
の
あ
る
筆
致
で
文
字
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
表
面
の
七
文
字
、

裏
面
の
六
文
字
は
す
べ
て
「
謹
」
と
み
ら
れ
、
下
端
・
右
辺
が
欠
損
し
て
い

る
た
め
本
来
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
書
き
手

は
よ
ほ
ど
「
謹
」
み
深
い
性
格
だ
っ
た
の
か
、
な
ど
と
考
え
た
く
な
る
が
、

｢
謹
」
は
「
謹
解
申
」
「
謹
啓
」
と
い
っ
た
具
合
に
文
書
や
書
状
で
頻
繁
に
使

用
さ
れ
る
文
字
の
た
め
、
書
き
手
は
特
に
こ
の
字
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
習
書
木
簡
に
書
か
れ
た
文
字
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
い
う
研
究
も

し
ゆ
う
し
よ

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
第
一
位
は
「
大
」
、
第
二
位
は
「
人
」
、
第

三
位
は
「
道
」
で
、
以
下
「
天
」
「
月
」
「
部
」
「
為
」
「
有
」
「
十
」
「
日
」
「
国
」

…
と
つ
づ
い
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
使
用
頻
度
の
高
い
文
字
が

習
書
さ
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
道
」
は
之
繞
の
字
の
代
表

し
ん
に
よ
う

と
い
う
意
味
や
、
「
為
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
画
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
む
と
い
う

理
由
で
好
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡
４４ ４４

42424242

(
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
五
〇
五
〇
出
土
。
宮
三
―
三
一
二
三
)

(
表
)
中
件
件
件
件
件
件

(
裏
)
件
件
件

長
さ
二
三
〇
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
六
一
型
式

不
要
と
な
っ
た
檜
扇
を
ば
ら
し
て
習
書
が
施
さ
れ
て
い
る
。
檜
扇
は
、

ひ
お
う
ぎ

し
ゆ
う
し
よ

ヒ
ノ
キ
の
薄
い
板
で
作
っ
た
扇
。
厚
め
の
板
を
割
り
剥
い
で
同
型
の
骨
を
何

は
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枚
も
作
り
出
し
、
下
端
に
要
の
孔
を
あ
け
て
木
製
の
留
め
具
で
留
め
、
上

か
な
め

あ
な

部
は
紐
で
綴
じ
る
。
こ
の
木
簡
と
同
一
の
檜
扇
の
骨
は
ほ
か
に
六
点
出
土
し

と

て
お
り
（
宮
三
―
三
一
二
一
・
三
一
二
二
・
三
一
二
四
～
三
一
二
七
）
、
そ

の
い
ず
れ
に
も
同
筆
で
習
書
が
な
さ
れ
て
い
る
。
三
一
二
四
～
三
一
二
七
は

切
断
さ
れ
て
上
半
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
特
に
三
一
二
四
・
三
一
二
六
・

三
一
二
七
は
三
枚
重
ね
て
切
断
し
た
と
み
ら
れ
る
。
木
製
品
の
廃
棄
や
（
広

義
の
）
再
利
用
の
様
相
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
般
に
、
奈
良
時
代
に
は
紙
が
貴
重
だ
っ
た
た
め
木
簡
が
使
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
紙
と
木
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
活
か
し
た
使
用

が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
習
書
の
場
合
、
奈
良
時
代
に
は
こ
の
檜
扇
の
よ

う
な
木
製
品
が
多
用
さ
れ
、
ま
た
建
物
も
基
本
的
に
木
造
の
た
め
、
端
材
や

は
ざ
い

不
要
品
が
日
常
生
活
の
な
か
に
溢
れ
て
い
た
こ
と
が
、
木
材
に
な
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
理
由
で
あ
ろ
う
。
文
字
を
削
り
と
れ
ば
何
度
で
も
書
き
直
せ
る
と

い
う
木
の
特
性
も
、
習
書
に
適
し
た
も
の
と
い
え
る
。
一
方
、
長
大
な
典
籍

を
記
す
と
き
な
ど
は
や
は
り
紙
の
ほ
う
が
便
利
で
あ
り
、
ま
た
正
式
な
文
書

に
は
奈
良
時
代
で
も
上
質
な
紙
が
用
い
ら
れ
た
。

ⅢⅢ ⅢⅢ
広広 広広 が

るがる
が
る

が
る
木
簡
学

木
簡
学

木
簡
学

木
簡
学

租
税

租
税

租
税

租
税
のの のの
実
態

実
態

実
態

実
態
をを をを
明明 明明
ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
１１ １１

75757575

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
四
〇
七
)

出
雲
国
若
海
藻

御
贄

長
さ
一
三
〇
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
一
型
式

出
雲
国
（
今
の
島
根
県
東
部
）
か
ら
届
け
ら
れ
た
贄
の
荷
札
。
「
若
海
藻
」

い
ず
も

に
え

は
ワ
カ
メ
の
こ
と
。
贄
は
神
に
供
す
る
神
饌
や
共
同
体
の
首
長
に
貢
納
す

し
ん
せ
ん

る
初
物
に
起
源
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
「
御
贄
」
「
大
贄
」
な
ど
と
記

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。「
御
」
の
上
が
一
字
分
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
闕
字

け
つ
じ

と
い
う
作
法
。
律
令
に
は
、
特
定
の
語
句
を
使
用
す
る
と
き
、
敬
意
を
表

り
つ
り
よ
う

す
る
た
め
に
前
を
一
字
分
空
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
公
式
令
闕

く
し
き
り
よ
う

字
条
）
。

こ
の
木
簡
の
よ
う
に
国
単
位
で
貢
進
さ
れ
て
い
る
贄
は
、
十
世
紀
に
編
纂

さ
れ
た
延
喜
式
に
み
え
る
各
種
の
贄
の
う
ち
、
年
料
系
の
贄
（
諸
国
か
ら

え
ん
ぎ
し
き

ね
ん
り
よ
う

決
め
ら
れ
た
品
目
が
毎
年
一
定
量
納
め
ら
れ
る
も
の
）
に
継
承
さ
れ
て
い
く

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
材
の
大
き
さ
に
比
し
て
小
振
り
な
文
字
や
端
正
な
筆

跡
、
小
さ
め
の
切
り
込
み
な
ど
か
ら
は
、
上
品
で
落
ち
着
い
た
印
象
が
感
じ

ら
れ
る
。
「
御
贄
」
に
ふ
さ
わ
し
い
荷
札
と
言
え
よ
う
。

租
税

租
税

租
税

租
税
のの のの
実
態

実
態

実
態

実
態
をを をを
明明 明明
ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
２２ ２２

76767676

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
三
六
〇
)

(
表
)
伯
耆
国
汗
入
郡
尺
刀
郷
中
男
作
物

燭
一
斗

(
裏
)

天
平
十
七
年
十
月

長
さ
一
六
一
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
五
一
型
式

中
男
作
物
の
荷
札
。
伯
耆
国
汗
入
郡
尺
刀
郷
は
、
今
の
鳥
取
県
西
伯
郡

ち
ゆ
う
な
ん
さ
く
も
つ

ほ
う
き

あ
せ
り

さ
か
と

さ
い
は
く

大
山
町
付
近
。

燭
は
干
物
や
乾
肉
の
こ
と
だ
が
、

同
様
、
原
材
料
は

だ
い
せ
ん
ち
よ
う

き
た
い

36363636

記
さ
れ
て
い
な
い
。
天
平
十
七
年
は
七
四
五
年
で
、
天
平
十
二
年
の
恭
仁
京

く
に

遷
都
以
降
、
紫
香
楽
宮
や
難
波
宮
へ
の
遷
都
を
続
け
て
い
た
聖
武
天
皇
が

し
が
ら
き

な
に
わ

し
よ
う
む

奈
良
に
戻
り
、
都
が
平
城
京
に
還
っ
た
年
に
あ
た
る
。

調
の
荷
札
と
異
な
り
、
中
男
作
物
の
荷
札
に
は
貢
納
者
の
個
人
名
が
記

ち
よ
う

さ
れ
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
木
簡
は
郷
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

郡
ま
で
の
も
の
も
多
い
（
２
期
展
示

、
３
期
展
示

な
ど
）
。
中
男
作
物

79797979

82828282

は
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
正
丁
（
二
一
～
六
〇
歳
の
男
子
）
の
調
副
物

ち
よ
う
そ
わ
つ
も
の

（
調
の
付
加
税
）
と
中
男
（
一
七
～
二
〇
歳
の
男
子
）
の
調
を
廃
止
し
て
新

た
に
設
け
ら
れ
た
税
目
で
あ
る
が
、
そ
の
創
設
を
示
す
史
料
に
は
、
官
司
の

必
要
物
資
を
中
男
の
集
団
労
働
に
よ
り
調
達
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る

(『
令
集
解
』
賦
役
令
調
絹
絮
条
令

釈
所
引
養
老
元
年
勅
、『
続
日
本
紀
』

り
よ
う
の
し
ゆ
う
げ

ぶ
や
く
り
よ
う

り
よ
う
し
や
く

し
よ
く
に
ほ
ん
ぎ

同
年
十
一
月
戊
午
〔
二
十
二
日
〕
条
）
。
個
人
名
が
記
さ
れ
な
い
と
い
う
書

ぼ
ご
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式
は
、
こ
の
中
男
作
物
独
特
の
徴
収
形
態
を
反
映
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

土
器

土
器

土
器

土
器
のの のの
年
代
観

年
代
観

年
代
観

年
代
観
のの のの
決決 決決
めめ めめ
手手 手手
と
な
っ
た

と
な
っ
た

と
な
っ
た

と
な
っ
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
１１ １１

77777777

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
三
一
七
)

〔
国

郡
郷
ヵ
〕

天
平
十
八
年
十
月














調
鍬
十
口

長
さ
(
二
七
一
)
㎜
・
幅
(
一
四
)
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
九
型
式

某
国
か
ら
調
と
し
て
納
め
ら
れ
た
鍬
の
荷
札
と
思
わ
れ
る
が
、
縦
に
裁

ち
よ
う

く
わ

断
さ
れ
て
お
り
上
半
は
釈
読
し
が
た
い
。
上
端
に
は
わ
ず
か
に
切
り
込
み
の

痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

鉄
は
吉
備
地
方
の
特
産
で
あ
り
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
か
ら
は
他
に
吉
備
三
国

き
び

（
備
前
・
備
中
・
備
後
、
今
の
岡
山
県
か
ら
広
島
県
東
部
に
か
け
て
の
地

び
ぜ
ん

び
つ
ち
ゆ
う

び
ん
ご

域
）
か
ら
の
調
鍬
の
荷
札
が
五
点
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
も

三
国
の
い
ず
れ
か
か
ら
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
国
名
の
一
文
字
目

の
残
画
は
、
「
備
」
の
異
体
字
「

輾
」
の
一
部
と
み
て
矛
盾
は
な
い
（
但
し
、

二
文
字
目
は
、
「
前
」
「
中
」
「
後
」
い
ず
れ
と
も
判
別
し
に
く
い
）
。

細
字
右
寄
せ
で
書
か
れ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
、
下
半
の
年
紀
部
分
は
ほ
ぼ

全
体
が
残
存
し
て
お
り
よ
く
読
め
る
。
天
平
十
八
年
は
七
四
六
年
。
Ｓ
Ｋ
八

二
〇
出
土
の
荷
札
に
み
え
る
年
紀
は
天
平
十
七
年
か
ら
十
九
年
の
半
ば
ま
で

に
集
中
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
が
天
平
十
九
年
の
後
半
こ
ろ
に
埋
め
戻
さ

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
り
、
同
時
に
出
土
し
た
土
器
群

に
も
年
代
が
与
え
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
土
器
は
、
現
在
も
編
年
研
究

へ
ん
ね
ん

の
た
め
の
良
好
な
基
準
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

【【 【【
木

簡
木

簡
木

簡
木

簡
がが がが

見見 見見
つ

か
っ

た
つ

か
っ

た
つ

か
っ

た
つ

か
っ

た
遺

構
遺

構
遺

構
遺

構
】】 】】

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
二
一
九

二
一
九

二
一
九

二
一
九
（
展
示
番
号
１１ １１
）

重
要
文
化
財
一
九
六
一
年

平
城
宮
中
央
区
の
第
一
次
大
極
殿
院
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
西
宮
の
北
側
に
展
開
す
る
役

所
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。
東
西
三
ｍ
、
南
北
三
・
五
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
の
北
半
と
、
東
西
三
ｍ
、
南

北
二
・
五
、
深
さ
一
ｍ
の
南
半
分
と
か
ら
な
る
。
平
城
宮
跡
最
初
の
木
簡
出
土
地
と
し
て
名

高
い
。
天
平
宝
字
末
年
頃
（
七
六
〇
年
代
前
半
）
の
遺
物
を
中
心
と
す
る
。
こ
の
遺
構
出
土

の
木
簡
群
は
、
同
じ
役
所
内
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
一
一
出
土
木
簡
二
点
と
と
も
に
、
平
城
宮
跡
大

膳
職
推
定
地
出
土
木
簡
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に
木
簡
で
は
初
め
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
（
計
三
九
点
〈
う
ち
削
屑
一
六
点
〉
）
。

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八

二
八

二
八

二
八

二
〇〇 〇〇
（
展
示
番
号

４４ ４４
～～ ～～

８８ ８８
、

、
、

、
、

、
、

、
～

、
、

、
、

、
、

、
、

～
、

、
、

、
、

、
、

、
～

、
、

、
、

、
、

、
、

～
）

19191919

20202020

24242424

27272727

32323232

33333333

38383838

75757575

77777777

重
要

文
化

財
一
九
六
三
年

内
裏
の
北
東
に
位
置
す
る
北
外
郭
官
衙
西
辺
に
掘
ら
れ
た
方
形
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。
一
辺
約

四
ｍ
、
深
さ
約
一
・
七
ｍ
。
天
平
一
七
（
七
四
五
）
年
の
平
城
還
都
後
の
こ
の
地
域
の
再
整

備
に
関
わ
る
ゴ
ミ
を
投
棄
し
た
土
坑
で
、
天
平
一
九
年
(
七
四
七
)
頃
に
埋
め
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
。
平
城
宮
跡
で
最
初
に
千
点
規
模
の
木
簡
群
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
。
平
城
宮
跡
内
裏
北

外
郭
官
衙
出
土
木
簡
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
一
七
八

五
点
〈
う
ち
削
屑
九
五
二
点
〉
）
。

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ
四

七
五

四
七

五
四

七
五

四
七

五
〇〇 〇〇
（
展
示
番
号

、
、

、
、

、
、

、
、
）

長
屋
王
家
木
簡
一
九
八
八
・
八
九
年

28282828

29292929

36363636

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
で
見
つ
か
っ
た
左
大
臣
長
屋
王
の
邸
宅
の
う

ち
、
八
坪
東
南
隅
に
東
面
築
地
塀
の
内
側
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
た
南
北
溝
状
の
ゴ
ミ
捨
て
土
坑
。

幅
三
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
。
総
延
長
は
約
二
七
・
三
ｍ
。
平
城
遷
都
か
ら
ま
も
な
い
時
期
の
、
貴

族
の
家
政
機
関
の
資
料
と
い
う
他
に
類
例
の
な
い
木
簡
が
出
土
し
た
。
長
屋
王
が
式
部
卿
を

務
め
て
い
た
霊
亀
二
年
(
七
一
六
)
後
半
の
、
邸
内
に
お
け
る
米
支
給
の
伝
票
木
簡
を
主
体
と

す
る
。
木
簡
は
、
約
三
万
五
千
点
（
う
ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
出
土
し
た
。
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Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

五
三

五
三

五
三

五
三

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
（
展
示
番
号

、、 、、
）

二
条
大
路
木
簡
一
九
八
九
年

30303030

34343434

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪

(
藤
原
麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う

ち
、
藤
原
麻
呂
邸
南
門
前
か
ら
東
に
二
条
大
路
北
端
に
沿
っ
て
延
び
る
遺
構
。
幅
二

～
二
・
七
ｍ
、
深
さ
一
～
一
・
三
ｍ
。
総
延
長
約
五
八
ｍ
。
西
端
の
門
前
か
ら
、
藤
原

麻
呂
の
家
政
機
関
に
関
わ
る
木
簡
が
集
中
し
て
見
つ
か
っ
た
。
木
簡
は
約
三
万
五
千

点
（
う
ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
出
土
し
た

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ
五

三
一

五
三

一
五

三
一

五
三

一
〇〇 〇〇
（
展
示
番
号
）

二
条
大
路
木
簡
一
九
八
九
年

35353535

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪
（
藤
原

麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う
ち
、
藤
原
麻
呂
邸

南
門
前
か
ら
西
に
二
条
大
路
北
端
に
沿
っ
て
延
び
る
遺
構
。
幅
二
～
二
・
七
ｍ
、
深
さ
一
～

一
・
三
ｍ
。
総
延
長
約
六
ｍ
以
上
。
東
端
は
Ｓ
Ｂ
五
三
一
五
の
西
四
ｍ
で
、
西
は
調
査
区
外

の
近
鉄
線
の
線
路
下
に
続
く
。
木
簡
は
約
七
百
点
（
う
ち
削
屑
約
四
百
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ
四

一
四

一
四

一
四

一
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
（
展
示
番
号

、
、

、
、

、
、

、
、
）

一
九
六
七
年

31313131

37373737

40404040

平
城
宮
東
南
隅
の
南
面
大
垣
内
側
を
東
に
流
れ
る
東
西
溝
。
幅
最
大
六
ｍ
、
最
大
深
さ
一

ｍ
。
東
面
大
垣
内
側
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
に
合
流
す
る
。
木
簡
は
、
式
部
省
の
勤
務
評

定
に
関
わ
る
削
屑
が
大
半
で
、
養
老
・
神
亀
年
間
（
七
一
七
～
七
二
九
）
か
ら
宝
亀
元
年
（
七

七
〇
）
の
も
の
ま
で
を
含
む
が
、
養
老
・
神
亀
年
間
の
も
の
は
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
南
北

溝
Ｓ
Ｄ
一
一
六
四
〇
と
一
連
の
遺
物
と
み
ら
れ
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
の
木
簡
は
基
本
的
に
宝
亀

元
年
頃
に
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
）

頃
に
北
側
に
移
転
し
て
き
た
と
み
ら
れ
る
神
祇
官
関
連
木
簡
も
、
僅
か
に
含
ま
れ
る
。
木
簡

は
約
一
万
三
千
点
（
う
ち
削
屑
約
一
万
二
千
点
）
出
土
し
た
。

佐
紀

池
南

岸
整

地
土

佐
紀

池
南

岸
整

地
土

佐
紀

池
南

岸
整

地
土

佐
紀

池
南

岸
整

地
土
（
展
示
番
号
）

一
九
八
六
年

39393939

大
極
殿
院
の
西
に
広
が
る
池
Ｓ
Ｇ
八
一
九
〇
の
南
岸
、
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
二
五
の

西
に
広
が
る
整
地
土
。
多
数
の
遺
物
と
と
も
に
木
屑
層
・
炭
層
を
形
成
し
て
お
り
、

大
極
殿
院
東
南
隅
外
側
の
整
地
土
出
土
の
木
簡
と
似
た
出
方
を
し
て
い
る
。
木
簡
は

約
二
七
〇
点
（
う
ち
削
屑
約
六
〇
点
）
出
土
し
た
。
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Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ
三三 三三

〇〇 〇〇
三

五
三

五
三

五
三

五
（
展
示
番
号
）

一
九
六
五
年

41414141

造
酒
司
の
井
戸
の
排
水
を
流
す
た
め
に
そ
の
西
辺
に
位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら
何
度
か

掘
ら
れ
た
南
北
溝
の
一
つ
。
幅
約
〇
・
七
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
二
ｍ
。
南
端
は
造
酒
司
南
限
の

築
地
塀
を
暗
渠
で
抜
け
て
宮
内
道
路
の
側
溝
に
接
続
す
る
。
敷
地
内
で
は
奈
良
時
代
を
通
じ

て
淀
み
状
に
広
が
り
、
ゴ
ミ
も
投
棄
さ
れ
て
湿
地
状
を
呈
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は

約
六
百
点
（
う
ち
削
屑
約
四
百
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

五五 五五
〇〇 〇〇

五五 五五
〇〇 〇〇
（
展
示
番
号
）

一
九
六
七
年

42424242

平
城
宮
小
子
門
付
近
の
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
を
門
付
近
を
迂
回
す
る
た
め
に
西
に
付
け

替
え
た
南
北
溝
で
、
宮
外
に
流
れ
出
て
か
ら
、
東
一
坊
大
路
西
側
溝
と
な
っ
た
Ｓ
Ｄ

四
九
五
一
に
合
流
す
る
。
小
子
門
付
近
で
は
底
に
玉
石
を
敷
き
、
杭
と
側
板
で
護
岸

し
て
い
る
。
幅
一
・
二
ｍ
、
深
さ
〇
・
二
ｍ
。
宮
外
に
出
て
か
ら
は
素
掘
り
に
な
り
、

幅
一
・
八
ｍ
、
深
さ
〇
・
五
ｍ
。
出
土
し
た
木
簡
は
約
三
〇
点
で
、
は
小
子
門
外

42424242

側
の
東
一
坊
大
路
西
側
溝
と
重
複
す
る
部
分
か
ら
出
土
し
た
。

（
史
料
研
究
室
）


